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会議顛末書 

 記録者 副主査 堀内 紗矢香 

供 覧 

市 長 副 市 長 部 長 次 長 課 長 課長補佐 
主 査 

係 長 
グループ員 

        

件 名 令和８年度第１回次長会議 

年 月 日 令和８年４月 23日（木） 

時 間 午後１時 30分～午後２時 40分 

場 所 ３階庁議室 

欠 席 者 飯田健康スポーツ部次長 

内 容 

【付議事項】 

１ 業務量調査の実施について 

 

資料に基づきデジタル都市推進課から説明 

 

《主な意見・質疑等》 

・ 調査はどのように実施するのか。 

⇒ 調査対象課等の職員１人１人が、全ての業務を定型・非定型に関わらずシステ 

ムに入力し、業務フローを作成する。 

・ 入力作業にはどのくらいの時間を要するのか。 

⇒ 同規模自治体では、4,500の業務フローを２週間で作成した事例もあった。調 

査対象課等に負担がかかりすぎないよう、デジタル都市推進課もサポートをして 

いく。 

・ 資料中、調査対象課等の分析について、傾向欄が適切でないと思われるものがあ 

る。 

⇒ 調査対象課等へ聞き取りを行い修正する。 

・ 来年度から業務改善に取りかかれるよう、スケジュールの前倒しを検討してみて 

 はいかがか。 

 ⇒ スケジュールの前倒しを検討していく。 

 ・ 本調査は調査対象課等に大きな負担がかかるので、調査のみに留まることなく是

非とも業務改善に繋げていただきたい。 

  ⇒ 調査結果を踏まえ、９ページに記載の「調査データを活用した今後の取組み」

にあるとおり、デジタルツールの導入や適正な人員配置を行うことで業務改善に

繋げていきたい。 

 

２ インターンシップ採用選考の導入について 

 

資料に基づき人事行政課から説明 

 

《主な意見・質疑等》 

・ インターンシップの受入れ部署や採用後の配属は、本人が希望する部署となる 

のか。 

⇒ 必ずしも希望に沿えるとは限らない。 

・ インターンシップは、他市との併願は可能か。 

⇒ 日程が重ならなければ併願は可能である。 

・ 受入れ部署で評価をする際に偏りが出ないよう、全庁的に基準の統一を図っていた 

だきたい。 
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【その他】 

３ 次長会議について 

 

資料に基づき企画課から説明 

 

《主な意見・質疑等》 

特になし。 

要 措 置 事 項  

情 報 公 開 公 開 

非公開（一部非公開

を含む）とする理由 
 

公開が可能となる時期

（可能な範囲で記入） 
 


